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災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

（３）
消
防
・
防
災
体
制
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
消
防
庁
舎
建
設
等

検
討
審
議
会
を
設
置
し
、
消
防

組
織
を
含
め
た
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

防
災
対
策
で
は
、
大
地
震
発

生
後
の
津
波
被
害
に
対
す
る
防

災
・
避
難
意
識
の
啓
発
と
人
的
被

害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
町
内

主
要
避
難
箇
所
の
標
高
を
計
測

し
、
標
高
看
板
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
せ
た
な
町
津
波
避
難

計
画
策
定
に
取
り
組
み
、（
仮

称
）
地
区
防
災
計
画
の
策
定
を
進

め
ま
す
。

河
川
の
整
備
に
つ
い
は
、
一

級
河
川
後
志
利
別
川
の
内
水
被

害
対
策
と
し
て
河
道
改
修
な
ど

実
施
し
、
二
級
河
川
太
櫓
川
な

ど
に
つ
い
て
も
事
業
の
早
期
完

成
に
向
け
国
や
北
海
道
に
対
し

て
要
請
し
ま
す
。

交
通
安
全
・
防
犯
・
消
費
者
対

策
に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全
に

対
す
る
啓
発
活
動
や
、
交
通
安

全
教
育
な
ど
事
故
防
止
に
取
り

組
み
、
犯
罪
や
事
件
の
な
い
安

全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

新
た
な
「
振
込
め

詐
欺
」
や
「
悪
質
商
法
」
か
ら
利

益
を
守
る
た
め
啓
発
活
動
に
努

め
ま
す
。

老
朽
化
し
た
町
有
施
設
の
解

体
に
つ
い
て
は
、
環
境
整
備
、
地

域
保
全
を
図
る
こ
と
か
ら
、
旧

丹
羽
中
学
校
校
舎
屋
体
・
旧
梅
花

都
小
学
校
校
舎
・
平
田
内
教
員
住

宅
２
棟
3
戸
を
解
体
し
、
以
降
、

年
次
計
画
に
よ
り
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

道
路
網
の
整
備

（１）
国
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
高

規
格
道
路
「
渡
島
半
島
横
断
道

路
」
及
び
国
道
２
２
９
号
の
整
備

促
進
、
ま
た
、
開
発
道
路
北
檜
山

大
成
線
に
つ
き
ま
し
て
、
広
域

観
光
の
促
進
と
産
業
振
興
に
波

及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
早
期
供
用
に
向
け
要
請
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

道
道
に
つ
い
て
は
、
北
檜
山

大
成
線
の
拡
幅
改
良
の
早
期
完

成
と
、
八
雲
北
檜
山
線
の
道
路

改
良
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
要

請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

雲
内
線
を
本
年
度
か
ら
２
ヶ
年

の
計
画
で
災
害
防
除
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

教
育
の
充
実

（１）
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
夢
と
希

望
を
も
ち
、
学
ぼ
う
と
す
る
意

欲
を
育
む
た
め
、
町
教
育
委
員

会
や
学
校
は
も
と
よ
り
、
各
教

育
関
係
機
関
を
は
じ
め
、
教
育

関
係
者
、
家
庭
や
地
域
の
方
々

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
せ

た
な
町
の
教
育
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
充
実

し
た
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
た

め
、
自
ら
を
深
め
る
学
習
活
動

を
支
援
し
、
自
然
豊
か
な
環
境

を
生
か
し
、
活
力
と
潤
い
あ
ふ

れ
る
人
間
性
豊
か
な
町
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

（１）
地
区
懇
談
会
で
は
、
よ
り
一

層
自
治
会
組
織
と
の
連
携
強
化

を
図
り
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
意
欲
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
生

か
さ
れ
る
よ
う
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
間
の
連
携
と
し

て
長
万
部
町
、
八
雲
町
、
今
金

町
、
せ
た
な
町
で
の
北
渡
島
・
檜

山
北
部
４
町
地
域
連
携
会
議
を

開
催
し
、
災
害
時
で
の
相
互
応

援
、
口
蹄
疫
等
が
発
生
し
た
場

合
の
家
畜
防
疫
対
策
な
ど
、
相

互
協
力
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
連
携
し
た

取
り
組
み
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
も
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

多
様
な
交
流
を
生
む

賑
い
の
あ
る
快
適
な
ま
ち

み
ん
な
で

つ
く
る
ま
ち

豊
か
な
人
間
性
と
文
化
を

は
ぐ
く
む
ま
ち
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一般会計収入（歳入）の内訳

予算
一般会計支出（歳出）の内訳

予算金額特別会計
17億633万円国民健康保険事業特別会計

1億2,898万5千円後期高齢者医療特別会計
9億8,905万5千円介護保険事業特別会計
6,730万7千円介護サービス事業特別会計
7億8,020万円簡易水道事業特別会計
2,388万1千円営農用水道等事業特別会計

４億1,271万4千円公共下水道事業特別会計
674万2千円漁業集落排水事業特別会計
4,844万9千円風力発電事業特別会計

平成24年度の予算が３月議会で認められ、一般会計予
算は83億3,325万7千円（前年度と比べ、3億8,058万5千円

（-4.4％）の減額）を町づくりの基本的な経費として、ス
タートすることになりました。
今まで同様事務の見直しをはじめとした様々な改革に

取り組み、町の規模にあった財政運営を進めます。

義務的経費(45.0%)
投資的経費(8.5%)

公債費(19.9%)
16億5,837万2千円

人件費(18.8%)
15億7,175万７千円

扶助費(6.2%)
5億1,462万8千円

補助費(19.1%)
15億8,851万4千円

維持補修費(2.8%)
2億3,105万9千円

物件費(12.9%)
10億7,790万4千円

普通建設
事業費(8.5%)
7億724万円

その他の経費(46.6%)

その他(11.8%)
9億8,378万3千円

支出合計

83億
3,325万7千円

自主財源（14.8%）

依存財源（85.2%）

国庫支出金(3.4%)
2億7,844万2千円

町債(8.1%)
6億7,780万円

道支出金（4.1%)
3億3,768万8千円

地方交付税（66.6%）
55億5,190万6千円

使用料・手数料（2.5%）
2億321万3千円

地方譲与税等(3.0%)
2億5,180万円

町税(7.5%)
6億2,804万6千円

収入合計

83億
3,325万7千円

分担金・負担金（2.3%）
1億9,001万2千円

繰入金ほか（2.5%）
2億1,435万円

平成24年度

予算金額企業会計

12億5,586万円収益的収支
病院事業会計

6,967万6千円資本的支出

内 容項 目

町民税、固定資産税など町税

収入

施設などの使用料、各種証明手数料など使用料・手数料
積み立てている基金から使われる財源など繰入金
特定の利益を受けた（受ける）人の負担金など分担金・負担金
地方公共団体の財政力に応じて、国税から一定の基準により配分される財源地方交付税
国や銀行などからの借入金町債
特定の事業に対して北海道や国から交付される財源道支出金・国庫支出金
土地・建物貸付収入、前年度の繰越金などその他
借入金の返済にかかる経費公債費

支出

職員の給料、議員報酬など人件費
高齢者・児童・心身障害者などに行っている様々な支援に要する経費扶助費
道路・学校などの公共施設の新増設事業を行う経費など普通建設事業費
各団体に対する助成金や一部事務組合への負担金など補助費
賃金・旅費・需用費・役務費など物件費
道路や河川などの維持的な経費維持補修費
特別会計への繰出金や基金への積立金などその他

一般会計 町の会計の中心をなすもので、行政運営の基本的な経費が組まれている会計
特別会計・企業会計 一般会計に対して、特定の事業を区別して別個に処理するための会計


